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 緒 言
文部科学省は，２０００（平成１２）年９月に「スポーツ振興基本計画」１）を策定し，生涯スポーツ社会の実現のため，
２０１０年までに，全国の各市区町村において少なくともひとつは総合型地域スポーツクラブ（以下 SCと略する）
を育成すると定めた。１９９５（平成７）年から始められた文部省のモデル事業や，策定後に日本体育協会に委託さ
れた創設支援事業などの結果，２００９（平成２１）年７月１日現在２）で，創設準備中の SCも含めて，１，７９８市区町村
で２，９０５クラブが育成されている。総数では目標を達成したが，その内の８３１クラブ（２８．６％）は，兵庫県内の SC
であり，都道府県間の格差が大きいのが現状である。また，SCには，地域の中に新たな世代間の交流を生起さ
せ，地域住民の健康や体力の保持増進，住民意識や連帯感の高揚，地域教育力の再生，学校と地域の連携など，
地域コミュニティ再生の成果が期待されている。これに対して，文部科学省の平成２１年度実態調査結果では，「世
代を超えた交流が生まれた」５９．８％，「地域住民のスポーツ参加機会が増えた」５９．０％，「元気な高齢者が増えた」
４６．９％などの効果を示している。しかし，これらは SC代表者の評価であり，SC会員による評価ではない。会
員を対象とした SCの効果に関する先行研究３）４）は散見されるが，それらは単一又は限定された地域の SCであ
り，今後も追試的に広範囲の地域で実施するべきであると考える。そこで，本研究では，徳島県と香川県で活動
している SCの会員を対象とした質問紙調査によって，上記の SCの効果の実態とその要因について検討し，今
後の SCのあり方を探求するための基礎資料を得ることを目的とした。
 方 法
１．効果の測定項目
うつくしま広域センター（２００６）は，福島県内の設立後３年以上経過した SC（１０クラブ）の会員と，その地
域に住む住民（非会員）を対象に，SCによる社会的効果に関する意識調査を実施し，報告書５）を発行している。
本研究では，その調査項目を参考にして，「交友範囲」，「健康状態」，「スポーツ技能」，「スポーツへの関心」，
「地域社会活動」に関する５つの項目について調査した。また，各設問には，「とても当てはまる」「少し当ては
まる」「あまり当てはまらない」「全く当てはまらない」の４件法で回答してもらった。
２．調査の概要
有効回答数：徳島県内の SC，３クラブの成人会員，計２５０名
香川県内の SC，５クラブの成人会員，計２６１名
期間：２００９年５月～１０月
方法：クラブを訪問し，活動している会員に調査用紙を配って回収する集合法と，クラブマネージャー等
に依頼して，後日回収する留置法を併用した。
３．統計処理
「交友範囲」，「健康状態」，「スポーツ技能」，「スポーツへの関心」，「地域社会活動」に関する５つの項目の回
答の度数整理をし，肯定的回答と否定的回答の割合の比率の差の検定を行い，さらに，性，年齢，活動年数，活
動種目数の区分によって，効果の感受の程度に差があるかどうかを確かめるために χ２検定を行った。データの
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表１．回答者の属性（性・年齢）
２０－２９歳 ３０－３９歳 ４０－４９歳 ５０－５９歳 ６０－６９歳 ７０歳以上 計
男 １９ １５ １２ １９ ５１ ４２ １５８
女 ２４ ４７ ２５ ７０ １４４ ２９ ３３９
表２．SCの効果
とても 少し あまり 全く N
交友範囲 ３７．５ ４８．３ ７．７ ６．５ ４９３
健康状態 ２９．６ ５４．７ １１．２ ４．５ ４９０
スポーツ技能 １５．４ ５３．３ ２４．２ ７．２ ４７５
スポーツへの関心 １９．０ ４９．２ ２４．５ ７．４ ４７４
地域社会活動 ６．３ ２０．６ ３８．７ ３４．４ ４４２
処理には，Microsoft Excel２００７を用いた。
 結果と考察
１．回答者の属性（性・年齢）
回答者の性・年齢の分布を示したのが表１である（N.A. 除く）。女性が６８．２％を占め，６０歳代が３９．２％で，５０
～６９歳の女性が４３．１％という，実年層の女性に偏ったサンプルである。
２．SCの効果
「交友範囲（スポーツをする仲間がふえた）」，「健康状態（全般的に体調がよくなった）」，「スポーツ技能（ス
ポーツの技能や記録が向上した）」，「スポーツへの関心（スポーツ全般への関心が高まった）」，「地域社会活動（町
内会・自治会への出席が増えた）」に対する回答の分布（％）を示したのが表２である（N.A. 除く）。
肯定的に回答した会員の割合が最も高いのは，「交友範囲」であり，最も低いのは「地域社会活動」であった。
比率の差の検定の結果，「交友範囲（８５．８％）」＝「健康状態（８４．３％）」＞＊＊＊「スポーツ技能（６８．７％）＝
「スポーツへの関心（６８．２％）」＞＊＊＊「地域社会活動（２６．９％）」という相対的な位置にあることが認められ，
「交友範囲」「健康状態」「スポーツ技能」，「スポーツへの関心」の４項目の効果を感受している会員は多く（p
＜．００１），「地域社会活動」の効果を感受している会員は少ない（p＜．００１）ことが判明した。
３．SCの効果の要因と内容
 交友範囲の拡大
「交友範囲の拡大」と「性」「年齢」「活動年数」「多種目活動」との関連性を χ２検定した結果，性別の差は認
められなかったが，３９歳以下の会員に比べて４０歳以上の会員の方が効果をより多く（p＜．０１）感受しているこ
と（図１，表３），活動年数が３年未満の会員に比べて３年以上の会員の方が効果をより多く（p＜．０１）感受し
ていること（図２，表４），多種目の活動をしている会員の方が効果をより多く（p＜．００１）感受していること
（表５）が明らかとなった。
その内容は，「自分と違う年齢層・世代の人達との交流が広がった（８１．７％）」「自分の住む地域以外の人達と
の交流が広がった（６６．７％）」「自分と違う職業や所属の人達との交流が広がった（６６．３％）」「地域の高齢者と交
流する機会が増えた（４８．１％）」「顔と名前のわかる子供が増えた（３４．４％）」「地域の障害者と交流する機会が増
えた（２０．１％）」であり，多世代，多地域，多職種の人々との交流が拡大していることが判った。
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表３．交友範囲の拡大と年齢の関係
スポーツをする仲間が増えた
計
当てはまる 当てはまらない
４０歳以上 ３３４（８７．９） ４６（１２．１） ３８０
３９歳以下 ８０（７７．７） ２３（２２．３） １０３
計 ４１４ ６９ ４８３
χ０２＝６．９１８９ p＜．０１
表４．交友範囲の拡大と活動年数の関係
スポーツをする仲間が増えた
計
当てはまる 当てはまらない
３年以上 １９７（９０．４） ２１（９．６） ２１８
３年未満 ２００（８１．０） ４７（１９．０） ２４７
計 ３９７ ６８ ４６５
χ０２＝８．１８７１ p＜．０１
表５．交友範囲の拡大と多種目活動の関係
スポーツをする仲間が増えた
計
当てはまる 当てはまらない
多種目
活動
当てはまる ２０５（９２．８） １６（７．２） ２２１
当てはまらない １９１（７８．６） ５２（２１．４） ２４３
計 ３９６ ６８ ４６４
χ０２＝１８．５５２４ p＜．００１
図１．交友範囲の拡大（年齢別比較）
図２．交友範囲の拡大（活動年数別比較）
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表６．健康状態の改善と年齢の関係
体調がよくなった
計
当てはまる 当てはまらない
４０歳以上 ３３６（８８．９） ４２（１１．１） ３７８
３９歳以下 ７７（６８．８） ３５（３１．３） １１２
計 ４１３ ７７ ４９０
χ０２＝２５．１０６９ p＜．００１
表７．健康状態の改善と多種目活動の関係
体調が良くなった
計
当てはまる 当てはまらない
多種目
活動
当てはまる ２０４（９０．３） ２２（９．７） ２２６
当てはまらない １８９（７８．１） ５３（２１．９） ２４２
計 ３９３ ７５ ４６８
χ０２＝１２．８５３９ p＜．００１
図３．健康状態の改善（年齢別比較）
表８．スポーツ技能の向上と性別の関係
スポーツの技能や記録が向上した
計
当てはまる 当てはまらない
男性 １２０（７６．９） ３６（２３．１） １５６
女性 ２０５（６５．３） １０９（３４．７） ３１４
計 ３２５ １４５ ４６５
χ０２＝６．６１５２ p＜．０５
 健康状態の改善
「健康状態の改善」については，性別，活動年数別には差が認められず，４０歳以上の会員，及び多種目の活動
をしている会員の方が，効果をより多く（p＜．００１）感受していることが明らかとなった（図３，表６・７）。
その内容は，「足腰が丈夫になった（７３．９％）」「ぐっすり眠れるようになった（７０．８％）」「風邪をひかなくな
った（６５．５％）」「動悸・息切れがしなくなった（６４．２％）」「通院回数が少なくなった（４６．７％）」であり，睡眠
の改善によるプラス効果，さらには介護予防や医療費削減への効果が推察される結果であった。
 スポーツ技能の向上
「スポーツ技能の向上」については，男性会員（表８，（p＜．０５），３年以上活動している会員（p＜．００１），多
種目の活動をしている会員（p＜．００１）の方が効果をより多く感受しており，４０歳代の会員が最も多く（８５．３％）
感受していることが明らかとなった（図４・５，表８・９・１０）。
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 スポーツへの関心の高まり
「スポーツへの関心の高まり」については，性別の差は認められず，活動年数が多くなる毎に肯定回答の割合
が漸増しており（r＝０．８５２，p＜．０５），４０歳代の会員が最も多く（８３．８％）感受しており，多種目の活動をして
いる会員の方が効果をより多く（p＜．００１）感受していることが明らかとなった。「スポーツへの関心の高まり」
による，スポーツ行動の変容は，「テレビでスポーツを見ることが多くなった（５４．３％）」「地域スポーツ行事へ
の参加が増えた（４１．０％）」「試合会場でスポーツ観戦をすることが多くなった（３４．２％）」，「スポーツ関係のボ
表９．スポーツ技能の向上と活動年数の関係
スポーツの技能や記録が向上した
計
当てはまる 当てはまらない
３年以上 １６３（７６．２） ５１（２３．８） ２１４
３年未満 １４７（６１．８） ９１（３８．２） ２３８
計 ３１０ １４２ ４９０
χ０２＝１０．８４９７ p＜．００１
表１０．スポーツ技能の向上と多種目活動の関係
スポーツの技能や記録が向上した
計
当てはまる 当てはまらない
多種目
活動
当てはまる １８６（８３．４） ３７（１６．６） ２２３
当てはまらない １３０（５３．７） １１２（４６．３） ２４２
計 ３１６ １４９ ４６５
χ０２＝４６．９７７８ p＜．００１
図４．スポーツ技能の向上（活動年数別比較）
図５．スポーツ技能の向上（年齢別比較）
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表１１．スポーツへの関心の高まりと多種目活動の関係
スポーツ全般への関心が高まった
計
当てはまる 当てはまらない
多種目
活動
当てはまる ２０８（９３．３） １５（６．７） ２２３
当てはまらない １０７（４４．２） １３５（５５．８） ２４２
計 ３１５ １５０ ４６５
χ０２＝１２７．８２１２ p＜．００１
図６．スポーツへの関心の高まり（活動年数別比較）
図７．スポーツへの関心の高まり（年齢別比較）
ランティァに参加するようになった（２９．７％）」であり，スポーツを観戦する・支える行動への変容は少ないこ
とが判った（図６・７，表１１）。
 地域社会活動への参加の増加
「地域社会活動への参加の増加」については，男性会員の方がより多く（p＜．０５）感受していること，７０歳以
上の会員が最も多く（４８．４％）感受していること，活動年数が多くなる毎に肯定回答の割合が漸増していること
（r＝０．９４３，p＜．０１），多種目の活動をしている会員の方が効果をより多く（p＜．００１）感受していることが明ら
かとなった。また，地域での居住年数との関係を分析した結果，６０年未満の住民（２４．１％）に比べて，６０年以上
の住民（５３．３％）の方がより多く（p＜．００１）感受していることが判った（図８・９・１０，表１２・１３・１４）。した
がって，SCの活動を通した地域社会活動への参加の増加の効果は，その地域で永年に渡って住んでいる高齢者
には現れていると言える。
「町内会・自治会」以外の地域社会活動の内容では，「祭礼・盆踊りなど祭典レク行事への参加が増えた
（２９．５％）」「廃品回収・清掃など奉仕活動への参加が増えた（２５．９％）」「青少年の健全育成事業への参加が増え
た（２０．８％）」であり，やはり，社会参加の効果は低いことが確かめられた。
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表１２．地域社会活動への参加の増加と性別の関係
町内会・自治会への出席が増えた
計
当てはまる 当てはまらない
男性 ４８（３４．５） ９１（６５．５） １３９
女性 ７１（２３．８） ２２７（７６．２） ２９８
計 １１９ ３１８ ４３７
χ０２＝５．４８３６ p＜．０５
表１３．地域社会活動への参加の増加と多種目活動の関係
町内会・自治会への出席が増えた
計
当てはまる 当てはまらない
多種目
活動
当てはまる ７１（３５．５） １２９（６４．５） ２００
当てはまらない ３９（１７．２） １８８（８２．８） ２２７
計 １１０ ３１７ ４２７
χ０２＝１８．６５７５ p＜．００１
図８．地域社会活動への参加の増加（年齢別比較）
図９．地域社会活動への参加の増加（活動年数別比較）
図１０．地域社会活動への参加の増加（居住年数別比較）
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４．効果の高いSCの概要
本研究の対象である８つの SCの中で，効果を感受している会員の割合が最も多かったのは，Fクラブであっ
た。Fクラブのある K町は，平成１７年に高松市と合併し，Fクラブは，町のスポーツセンターとして計画され
ていた K中学校体育館（メイン＆サブアリーナ・管理室・会議室・更衣室・身障者用トイレ・スポーツ漫画ラ
ウンジ等を有する）を拠点にして，平成１８年から本格的に活動を開始したクラブである。会員数３８９人（平成２１
年度現在）の小規模なクラブであるが，１５種目の定期活動の他，イベントとして，スプリングウオーク，サマー
キャンプ，スキーツアー，ソフトボール大会，パドルテニス大会，テニス大会をオープン参加で実施し，地域住
民の好評を得ている。また，K地区コミュニティ協議会の内部組織として位置づけられ，会員は，ボンフェス
ティバル，K小学校区町民運動会のスタッフとして貢献しており，高松クリーンデーに体育館周辺の美化活動
も行っている。
 総 括
本研究は，SCの効果を検証することを目的に，徳島県と香川県に設立されている８つの SCの成人会員５１１名
を対象とした質問紙調査の回答を分析した。結果の概要は，以下のとおりである。
１．「交友範囲の拡大」「健康状態の改善」「スポーツ技能の向上」，「スポーツへの関心の高まり」の効果を感受
している会員は多いが，「地域社会活動への参加の増加」の効果を感受している会員は少ない。
２．「交友範囲の拡大」の効果については，性別の差はなく，４０歳以上の会員，活動年数が３年以上の会員，及
び多種目の活動をしている会員が効果をより多く感受している。
３．「健康状態の改善」の効果については，性別，活動年数別の差はなく，４０歳以上の会員，及び多種目の活動
をしている会員が効果をより多く感受している。
４．「スポーツ技能の向上」の効果については，男性会員，活動年数が３年以上の会員，及び多種目の活動をし
ている会員が効果をより多く感受しており，４０歳代の会員が最も多く感受している。
５．「スポーツへの関心の高まり」の効果については，性別の差はなく，４０歳代の会員が最も多く感受しており，
活動年数と相関関係があり，多種目の活動をしている会員が効果をより多く感受している。
６．「地域社会活動への参加の増加」の効果については，男性会員，及び多種目の活動をしている会員がより多
く感受しており，活動年数と相関関係があり，７０歳以上の会員が最も多く感受している。また，地域での居住
年数が６０年以上の会員がより多く感受している。
本研究の結果，SCで多種目の活動を３年以上継続している，中・高年の会員が，様々な効果をより強く感受
していることが明らかにできた。しかし，「地域社会活動への参加の増加」の効果を感受している会員は少ない
ことも明らかになった。SCには「地域社会の活性化や再生」も期待されているため，今後，SCには，スポー
ツ事業を中核にしつつ，スポーツを媒介とした地域活性化事業も展開して行くことが望まれる。
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The purpose of this study was to investigate the effect of comprehensive community sports clubs. The
subjects were ５１１ members of ８ comprehensive community sports clubs in Tokushima prefecture and Ka-
gawa prefecture. The investigations were performed from May to October in ２００９. The main results of
this study were as follows.
１）８５．８% of the members of comprehensive community sports clubs recognized that the friend’s num-
ber increased.
２）８４．３% of them recognized that the health was improved.
３）６８．７% of them recognized that the sport skill was improved.
４）６８．２% of them recognized that the interest about sports was increased.
５）２６．９% of them recognized that the number of times of participation in activities for the good of
the local community was increased.
６）The degree of recognition of the effect was related to their age, the number of years of member-
ship, and the number of playing events. The members who were４０ years and over, had continuous
exercise for３ years and over, were playing more than one event, recognized a deal of effect.
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